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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信装置であって、
低電力トランシーバによって、少なくとも１つの遠隔アクセス端末との通信リンクを確立
し、 
　前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末から機能のリストを受信し、前記リストは、前
記少なくとも１つの遠隔アクセス端末が実行するように構成された、複数の機能を備え、
　前記リストから、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定し、
　前記無線通信装置と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のそれぞれとの間のリンク
の強度を判定し、
　前記無線通信装置が高電力トランシーバを停止している間、前記リストから判定された
前記機能と、前記無線通信装置と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のそれぞれとの
間の前記リンクの前記判定された強度と、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末うちの
どの遠隔アクセス端末が前記無線通信装置に比べて消費電力に対して感度が低いかと、に
基づいて、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のうちの１つの遠隔アクセス端末に、
高電力トランシーバの使用を必要とする少なくとも１つのタスクを委任する、
ように構成されたコントローラを備える、無線通信装置。
【請求項２】
　前記コントローラはさらに、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末を発見するように
構成された、請求項１に記載の無線通信装置。
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【請求項３】
　前記コントローラはさらに、前記低電力トランシーバ以外のすべてのトランシーバの電
力を落とすように構成された、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記低電力トランシーバは、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）において信
号を送信および受信するように構成された、請求項３に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　前記コントローラはさらに、複数の遠隔アクセス端末にそれぞれ異なるタスクを委任す
るように構成された、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項６】
　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、グローバル・ナビゲーシ
ョン衛星システム（ＧＮＳＳ）ネットワークからのナビゲーション信号を受信するように
要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任するように構成された、請求項１に記載
の無線通信装置。
【請求項７】
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＧＮＳＳからのナビゲーション信号を受信するよ
うに要求するタスクはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、前記コントローラの代わ
りに、地理的座標を決定することを要求する、請求項６に記載の無線通信装置。
【請求項８】
　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、広域ネットワーク（ＷＡ
Ｎ）内で通信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任するように構成
された、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項９】
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＷＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、前記コントローラの代わりに、基地局からの信号を
モニタすることを要求する、請求項８に記載の無線通信装置。
【請求項１０】
　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、ローカル・エリア・ネッ
トワーク（ＬＡＮ）内で通信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任
するように構成された、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項１１】
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＬＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、前記コントローラの代わりに、利用可能なネットワ
ークを探索することを要求する、請求項１０に記載の無線通信装置。
【請求項１２】
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、データ処理である、請求項１に記載の無
線通信装置。
【請求項１３】
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、光学感知、音響感知、または化学感知で
ある、請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項１４】
　無線通信のための方法であって、
　低電力トランシーバによって、少なくとも１つの遠隔アクセス端末との通信リンクを確
立ことと、 
　端末において、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末から機能のリストを受信するこ
とと、前記リストは、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末が実行するように構成され
た、複数の機能を備える、
　前記端末により、前記リストから、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判
定することと、
　前記端末により、前記端末と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末との間のリンクの
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強度を判定することと、
　前記端末が高電力トランシーバを停止している間、前記端末により、前記リストから判
定された前記機能と、前記端末と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のそれぞれとの
間の前記リンクの前記判定された強度と、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末うちの
どの遠隔アクセス端末が前記端末に比べて消費電力に対して感度が低いかと、に基づいて
、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のうちの１つの遠隔アクセス端末に、高電力ト
ランシーバの使用を必要とする少なくとも１つのタスクを委任することと、
を備える方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末を発見すること、をさらに備える請求項１４に
記載の方法。
【請求項１６】
　前記低電力トランシーバ以外のすべてのトランシーバの電力を落とすこと、をさらに備
える請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記低電力トランシーバは、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）において信
号を送信および受信するように構成された、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　複数の遠隔アクセス端末にそれぞれ異なるタスクを委任すること、をさらに備える請求
項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して
、グローバル・ナビゲーション衛星システム（ＧＮＳＳ）ネットワークからのナビゲーシ
ョン信号を受信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任することを備
える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＧＮＳＳからのナビゲーション信号を受信するよ
うに要求するタスクはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、地理的座標を決定するこ
とを要求する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して
、広域ネットワーク（ＷＡＮ）内で通信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス
端末に委任することを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２２】
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＷＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、基地局からの信号をモニタすることを要求する、請
求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して
、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）内で通信するように要求するタスクを、前
記遠隔アクセス端末に委任することを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項２４】
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＬＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、利用可能なネットワークを探索することを要求する
、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、データ処理である、請求項１４に記載の
方法。
【請求項２６】
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、光学感知、音響感知、または化学感知で
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ある、請求項１４に記載の方法。
【請求項２７】
　装置であって、
　低電力トランシーバによって、少なくとも１つの遠隔アクセス端末との通信リンクを確
立する手段と、 
　前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末から機能のリストを受信する手段と、前記リス
トは、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末が実行するように構成された、複数の機能
を備える、
　前記リストから、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定する手段と、
　前記装置と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末との間のリンクの強度を判定する手
段と、
　前記装置が高電力トランシーバを停止している間、前記リストから判定された前記機能
と、前記装置と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のそれぞれとの間の前記リンクの
前記判定された強度と、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末うちのどの遠隔アクセス
端末が前記装置に比べて消費電力に対して感度が低いかと、に基づいて、前記少なくとも
１つの遠隔アクセス端末のうちの１つの遠隔アクセス端末に、高電力トランシーバの使用
を必要とするタスクを委任する手段と、
を備える装置。
【請求項２８】
　低電力トランシーバによって、少なくとも１つの遠隔アクセス端末との通信リンクを確
立するためのコードと、
　端末において、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末から機能のリストを受信するコ
ードと、前記リストは、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末が実行するように構成さ
れた、複数の機能を備える、
　前記リストから少なくとも前記１つの遠隔アクセス端末の機能を判定するためのコード
と、
　前記端末と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末とのそれぞれとの間のリンクの強度
を判定するコードと、
　前記端末が高電力トランシーバを停止している間、前記リストから判定された前記機能
と、前記端末と前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末のそれぞれとの間の前記リンクの
前記判定された強度と、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末うちのどの遠隔アクセス
端末が前記端末に比べて消費電力に対して感度が低いかと、に基づいて、前記少なくとも
１つの遠隔アクセス端末のうちの１つの遠隔アクセス端末に、高電力トランシーバの使用
を必要とする少なくとも１つのタスクを委任するためのコードと、
を備えるコンピュータ読取可能な記録媒体。
【請求項２９】
　前記コントローラは、更に、前記無線通信装置の残っている電力がしきい値未満である
ことを判定すると、機能のリストを問い合わせるように構成される、請求項１記載の無線
通信装置。
【請求項３０】
　前記コントローラは、更に、前記遠隔アクセス端末から少なくとも１つのタスクの実行
結果を受信するように構成される、請求項１記載の無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、無線通信システムに関する。さらに詳しくは、本開示は、無線通信
システムにおける協調多機能通信のための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは、例えば音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、ブロ
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ードキャスト等のようなさまざまな通信サービスを提供するために広く開発された。これ
らのシステムは、（例えば、帯域幅、時間スロット、符号、および送信電力等のような）
利用可能なシステム・リソースを共有することにより、複数のユーザとの通信をサポート
することができる多元接続システムでありうる。このような多元接続システムの例は、符
号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分
割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、３ＧＰＰロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリアＦＤ
ＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および、例えば、米国ＮＡＶＳＴＡＲグローバル・ポ
ジショニング・システム（ＧＰＳ）、ロシアＧＬＯＮＡＳＳシステム、および欧州共同体
ガリレオ・ポジショニング・システムのようなグローバル・ナビゲーション衛星システム
（ＧＮＳＳ）を含んでいる。
【０００３】
　モバイル・デバイスは、例えば、広域ネットワーク・ラジオ（ＷＡＮ）、ローカル・エ
リア・ラジオ（ＬＡＮ）、およびパーソナル・エリア・ラジオ（ＰＡＮ）のような複数の
ラジオを有しうる。モバイル・デバイスは、通信システムのうちの複数内で、システム特
有の動作のパフォーマンスおよび通信が可能でありうる。例えば、２つのモバイル・デバ
イスが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）によってパーソナル・エリア・ネットワーク（
ＰＡＮ）内で互いにデータ転送動作を開始することができ、また、ＧＮＳＳによってそれ
ぞれの地理的座標を決定することができる。２つのモバイル・デバイスは、もしも協調で
きないのであれば、地理的座標を決定するために、おのおのがＧＮＳＳ信号を受信して処
理することになるであろう。このような余分な処理は、不必要に電力を消費することにな
る。したがって、当該技術分野では、余分な処理を低減してバッテリ寿命を延ばすことが
できるような、協調多機能通信のための方法および装置に対するニーズがある。
【発明の概要】
【０００４】
　以下は、１または複数の態様の基本的な理解を与えるために、このような態様の簡略化
された概要を示す。この概要は、考えられるすべての態様の広範囲な概観ではなく、すべ
ての態様の重要要素や決定的要素を特定することも、何れかまたは全ての態様のスコープ
を線引きすることも意図されていない。その唯一の目的は、後に示されるより詳細な記載
に対する前置きとして、簡略化された形式で１または複数の態様のいくつかの概念を表す
ことである。
【０００５】
　本開示の態様によれば、無線通信装置は、少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を
判定し、この機能に基づいて、少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタ
スクを委任する、ように構成されたコントローラを含みうる。
【０００６】
　本開示の別の態様によれば、少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定すること
と、この機能に基づいて、少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタスク
を委任することと、を含む、無線通信のための方法。
【０００７】
　本開示のさらなる態様によれば、装置は、少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を
判定する手段と、この機能に基づいて、少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも
１つのタスクを委任する手段と、を含みうる。
【０００８】
　本開示のさらなる態様によれば、コンピュータ・プログラム製品は、少なくとも１つの
遠隔アクセス端末の機能を判定するためのコードと、この機能に基づいて、少なくとも１
つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタスクを委任するためのコードと、を含むコン
ピュータ読取可能な媒体を含みうる。
【０００９】
　前述した目的および関連する目的を達成するために、１または複数の実施形態は、後に
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十分に記載され、特許請求の範囲において特に指摘されている特徴を備える。以下の記載
および添付図面は、１または複数の態様のある例示的な特徴を詳細に記載する。しかしな
がら、これらの特徴は、さまざまな態様の原理が適用されるさまざまな方式のうちの極く
一部しか示しておらず、本説明は、このような態様およびこれらの均等物の全てを含むこ
とが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　開示された態様は、以下において、同一符号が同一要素を示す添付図面と連携して説明
され、開示された態様を、限定することなく、例示するために提供される。
【図１】図１は、協調多機能通信が可能な無線通信システムの態様を例示する。
【図２】図２は、無線通信システムにおける協調多機能通信が可能なアクセス端末の例を
例示する。
【図３】図３は、通信システムにおける協調を制御する処理の例を図示するフロー・チャ
ートである。
【図４】図４は、通信システムにおける協調を制御するシステムの例を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　さまざまな態様が、図面を参照して記載される。以下の記載では、説明の目的のために
、１または複数の態様の完全な理解を提供するために、多くの具体的な詳細が述べられる
。しかしながら、このような態様は、これら具体的な詳細無しで実現されうることが明確
である。
【００１２】
　本願で使用されるように、用語「構成要素」、「モジュール」、「システム」、「装置
」等は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせ、
ソフトウェア、あるいは実行中のソフトウェアのうちの何れかであるコンピュータ関連エ
ンティティを含むことが意図されている。例えば、構成要素は、限定される訳ではないが
、プロセッサ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行スレッ
ド、プログラム、および／またはコンピュータでありうる。例示によれば、コンピューテ
ィング・デバイス上で実行中のアプリケーションと、コンピューティング・デバイスとの
両方が構成要素となりうる。１または複数の構成要素は、プロセスおよび／または実行ス
レッド内に存在し、構成要素は、１つのコンピュータに局在化されるか、および／または
、２つ以上のコンピュータに分散されうる。さらに、これらの構成要素は、さまざまなデ
ータ構造を格納したさまざまなコンピュータ読取可能な媒体から実行可能である。これら
構成要素は、例えば、信号によってローカル・システムや分散システム内の他の構成要素
とインタラクトする１つの構成要素からのデータ、および／または、他のシステムを備え
た例えばインターネットのようなネットワークを介して他の構成要素とインタラクトする
１つの構成要素からのデータのような１または複数のデータのパケットを有する信号にし
たがって、ローカル処理および／またはリモート処理によって通信することができる。
【００１３】
　さらに、本明細書では、さまざまな態様が、有線端末または無線端末でありうる端末と
関連して開示される。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、加入者局、移動局
、モバイル、モバイル・デバイス、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ホスト端末、ユー
ザ端末、通信デバイス、ユーザ・エージェント、ユーザ・デバイス、またはユーザ機器（
ＵＥ）とも称されうる。アクセス端末、遠隔アクセス端末、ホスト端末、無線通信装置、
または装置とも称される無線端末は、セルラ電話、衛星電話、コードレス電話、セッショ
ン開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（
ＰＤＡ）、無線接続機能を有するハンドヘルド・デバイス、コンピューティング・デバイ
ス、あるいは、無線モデムに接続されたその他の処理デバイスでありうる。さらに、本明
細書では、さまざまな態様が、基地局に関して記載される。基地局は、無線端末（単数ま
たは複数）との通信のために利用され、アクセス・ポイント、ノードＢ、イボルブド・ノ
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ードＢ（ｅＮＢ）、あるいはその他いくつかの用語で称されうる。アクセス・サーバは、
統合無線トランシーバまたは周辺無線トランシーバによって無線端末（単数または複数）
と通信するため、および、インターネットまたはその他のネットワークへのアクセスを提
供するため、に利用されうる。
【００１４】
　さらに、用語「または」は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」を意味
することが意図されている。すなわち、別に示されていない場合、あるいは、文脈から明
らかではない場合、「ＸはＡまたはＢを適用する」という句は、自然な包括的な置き換え
のうちの何れかを意味することが意図されている。すなわち、「ＸはＡまたはＢを使用す
る。」という句は、以下の例のうちの何れによっても満足される。ＸはＡを使用する。Ｘ
はＢを使用する、あるいは、ＸはＡとＢとの両方を使用する。さらに、本願および特許請
求の範囲で使用されているような冠詞“ａ”および“ａｎ”は、特に指定されていない場
合、あるいは、単数を対象としていることが文脈から明らかではない場合、一般に、「１
または複数」を意味するものと解釈されるべきである。
【００１５】
　本明細書に記載された技術は、例えばＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、およびその他のシステムのようなさまざまな無線通信システムのために使
用される。「システム」、「ネットワーク」という用語はしばしば置換可能に使用される
。ＣＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバーサル地上ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、
ｃｄｍａ２０００等のようなラジオ技術を実現することができる。ＵＴＲＡは、広帯域Ｃ
ＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡのその他の変形を含んでいる。ｃｄｍａ２０００
は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤ
ＭＡシステムは、例えばグローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商標））のような
無線技術を実現することができる。ＯＦＤＭＡシステムは、例えばイボルブドＵＴＲＡ（
Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ　８０２．
１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０
、フラッシュ－ＯＦＤＭ（登録商標）等のような無線技術を実現することができる。ＵＴ
ＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システ
ム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）は
、ダウンリンクではＯＦＤＭＡを適用し、アップリンクではＳＣ－ＦＤＭＡを適用するＥ
－ＵＴＲＡを用いるＵＭＴＳのリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、Ｌ
ＴＥ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナシップ計画プロジェクト」（３ＧＰＰ）と命
名された組織からの文書に記述されている。さらに、ｃｄｍａ２０００およびＵＭＢは、
「第３世代パートナシップ計画プロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と命名された組織からの
文書に記述されている。さらに、このような無線通信システムは、しばしばアンペア（ｕ
ｎｐａｉｒｅｄ）な無許可のスペクトルを用いるピア・トゥ・ピア（例えば、モバイル・
トゥ・モバイル）アド・ホック・ネットワーク・システム、８０２ｘｘ無線ＬＡＮ、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、超広帯域（ＵＷＢ）、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）、および
、その他任意の短距離または長距離の無線通信技術を含みうる。
【００１６】
　さまざまな態様または特徴が、多くのデバイス、構成要素、モジュールなどを含むシス
テムの観点から示されるだろう。さまざまなシステムが、追加のデバイス、構成要素、モ
ジュール等を含むことができるか、および／または、図面に関連して説明されたデバイス
、構成要素、モジュール等の必ずしも全てを含んでいる訳ではないことが理解され、認識
されるべきである。これらアプローチの組み合わせもまた使用されうる。
【００１７】
　さらに、主題とする記載では、「典型的」という用語は、例、事例、または例示として
役立つことを意味するために使用される。本明細書で「典型的」と記載された任意の態様
または設計は、必ずしも、他の態様または設計に対して好適であるとも、有利であるとも
解釈される必要はない。むしろ、典型的という用語を用いることは、概念を具体的に表す
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ことが意図されている。
【００１８】
　図１は、無線通信システム１００を示す。システム１００は、アクセス端末１０２、ホ
スト端末１０４、基地局１０６、衛星１０８、およびアクセス・サーバ１１０を含みうる
。さまざまな実施によれば、ホスト端末１０４は、例えば、移動電話、セルラ電話、ラッ
プトップ・コンピュータ、携帯情報端末デバイス、および／または、通信機能を備えたそ
の他任意のデバイスのような他のアクセス端末でありうる。いくつかのアプリケーション
では、ホスト端末１０４の機能および／または動作は、ここで説明するように動作するよ
うに構成された複数のプロトコル（例えば、ＬＴＥ、ＷｉＦｉ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｕ
ＷＢ）による通信のためのトランシーバを含むアクセス・ポイント（例えば、基地局、ノ
ードＢ、フェムト・セル、ピコ・セル等）に統合されうる。
【００１９】
　図１は、１つのアクセス端末１０２、１つのホスト端末１０４、１つの基地局１０６、
１つの衛星１０８、および１つのアクセス・サーバ１１０しか示していないが、通信シス
テム１００は、任意の数のアクセス端末、ホスト端末、基地局、衛星、およびアクセス・
サーバを含みうる。
【００２０】
　アクセス端末１０２およびホスト端末１０４はおのおの、異なる電力で異なる範囲で信
号を受信および送信するため、（図示しない）複数の通信トランシーバを含みうる。例え
ば、アクセス端末１０２およびホスト端末１０４はおのおの、広域ネットワーク（ＷＡＮ
）、無線ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、およびパーソナル・エリア・ネッ
トワーク（ＰＡＮ）内での通信のため、複数のトランシーバを含みうる。アクセス端末１
０２およびホスト端末１０４はさらに、ＧＮＳＳ受信機を含みうる。ＧＮＳＳ受信機は、
軌道通信規格に準拠した任意の受信機でありうる。そして、例えば軌道衛星からのような
極めて遠くからの信号を受信するように構成されうる。ＷＡＮトランシーバは、地域、国
、および／または地球規模の通信規格（例えばＣＤＭＡ、ＬＴＥ等）に準拠した任意のト
ランシーバでありうる。そして、地域、国、および／または、地球規模の領域におよぶ距
離で基地局との間で信号を送信および受信するように構成されうる。ＬＡＮトランシーバ
は、中間範囲通信（例えば、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ等）を容易にする任意の規
格に準拠した任意のトランシーバでありうる。そして、オフィス・ビル内の、例えばアク
セス・サーバのようなデバイスとの間で、中間距離で信号を送信および受信するように構
成されうる。ＰＡＮトランシーバは、短距離の低電力通信（例えば、ＵＷＢ、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ、ＺｉｇＢｅｅ等）を容易にする任意の規格に準拠した任意のトランシーバであ
りうる。そして、例えば、互いに近くに配置されたデバイスと、短距離で信号を送信およ
び受信するように構成されうる。トランシーバ間の１つの相違は、ＰＡＮトランシーバが
、より長距離のトランシーバよりも、少ない電力しか消費しないことである。したがって
、ＧＮＳＳトランシーバ、ＷＡＮトランシーバ、およびＬＡＮトランシーバは、高電力ト
ランシーバとも称され、ＰＮＡトランシーバは、低電力トランシーバとも称されうる。「
高電力」および「低電力」という用語は、相対的な用語であり、特定レベルの電力消費量
を意味しないことが明らかであるべきである。すなわち、低電力トランシーバは単に、高
電力トランシーバよりも少ない電力を消費する。
【００２１】
　通信システム１００における要素のすべては、さまざまな要素間の通信を容易にする異
なるネットワークを構成しうる。例えば、基地局１０６、アクセス端末１０２、ホスト端
末１０４は、ＷＡＮの一部を構成しうる。ここで、これら端末１０２、１０４は、ＷＡＮ
トランシーバを用いて、基地局１０６と通信する。アクセス端末１０２およびホスト端末
１０４はまた、ＧＮＳＳネットワークの一部として衛星１０８から、それぞれのＧＮＳＳ
受信機を介して、位置決め信号を受信するように構成されうる。アクセス端末１０２、ア
クセス端末１０４、およびアクセス・サーバ１１０は、ＬＡＮ内で互いに、それぞれのＬ
ＡＮトランシーバを介して通信しうる。また、これら端末１０２、１０４は、それぞれの
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ＰＡＮトランシーバを介して、ＰＡＮ内で互いに通信しうる。
【００２２】
　アクセス端末１０２が、シナリオに基づいてＧＮＳＳトランシーバ、ＷＡＮトランシー
バ、および／または、ＬＡＮトランシーバを停止している間、アクセス端末１０２の代わ
りにさまざまな機能を実行するプロキシ・ホスト端末として、例えばホスト端末１０４の
ような１または複数のアクセス端末を用いることにより省電力を改善するようにアクセス
端末１０２が構成されうる。
【００２３】
　アクセス端末１０２は、さまざまなトランシーバによって探索することによって、ロー
カル・ホスト端末１０４を位置決め（例えば、発見）しうる。いくつかの実施では、アク
セス端末１０２のＰＡＮトランシーバが、ホスト端末を探索するために使用されうる。な
ぜなら、高電力トランシーバが「オフ」された場合に、信号を受信するために使用される
のが、ＰＡＮトランシーバであるからである。このような探索を実行する際、アクセス端
末１０２は、類似のトランシーバを有する、潜在的なホスト端末の識別を試みうる。とい
うのも、ホスト端末は、高電力トランシーバによって信号を受信し、これら信号を、意図
されているアクセス端末へ、低電力トランシーバによって転送することができるからであ
る。
【００２４】
　ホスト端末を発見している間、アクセス端末１０２は、（例えば、ＧＮＳＳナビゲーシ
ョン、ネットワーク探索および獲得、基地局信号モニタリング、パターン識別および／ま
たは分類、感知等のような）それぞれの機能に関する情報をアクセス端末１０２に提供す
るようにホスト端末をトリガする機能問い合わせを実行しうる。
【００２５】
　アクセス端末１０２は、利用可能なホスト端末とこれらそれぞれの機能とを判定すると
、プロキシとしてサービス提供するように利用可能なホスト端末のうちの１または複数と
ネゴシエートしうる。例えば、アクセス端末１０２は、利用可能などのホスト端末が、ア
クセス端末１０２に比べて電力消費に対して感度が低いか、どのホスト端末が、アクセス
端末１０２の代わりに１または複数の特定のタスクを実行することができるか、および／
または、どのホスト端末が、アクセス端末の短距離トランシーバにおいて測定または感知
されたものとして、最良または最強の短距離リンクを有しているか、に基づいて、「プロ
キシ」としてサービス提供する１つのホスト端末を選択しうる。
【００２６】
　プロキシ・ホスト端末が識別され、選択されると、アクセス端末１０２とホスト端末１
０４との両方の低電力トランシーバによる通信リンクが確立すなわちセットアップされう
る。例えば、低電力トランシーバが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈに準拠している場合、ホスト端
末１０４は、ホップ・シーケンスまたは周波数ホップ・シーケンスと呼ばれる準ランダム
・シーケンスにしたがって動作するように構成されうる。これによって、ホスト端末１０
４とアクセス端末１０６とは、それぞれの低電力トランシーバによって互いに通信しうる
。通信リンクのセットアップ中、またはセットアップ前に、アクセス端末１０２は、ホス
ト端末１０４との安全な関係を確立しうる。アクセス端末１０２は、安全な関係を確立す
ることによって、アクセス端末１０２の代わりにさまざまな機能を実行するプロキシとし
て動作する、選択されたホスト端末１０４を信頼しうる。
【００２７】
　アクセス端末１０２は、その後、アクセス端末１０２の代わりに実行されるべき多くの
タスクを、ホスト端末１０４のうちの１または複数へ委任しうる。アクセス端末１０２は
、委任されたタスクのパフォーマンスを高めるために、自己のパラメータを、選択された
ホスト端末１０４へ提供しうる。選択されたホスト端末１０４とアクセス端末１０２との
両方が、同じ基地局１０６を傍受している場合における実施では、両端末のクロックが、
既に、同じ基地局１０６を傍受することによって、同期化されていることがありうる。別
の実施では、アクセス端末１０２は代わりに、さまざまなチャネル（例えば、ページング
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・チャネル）のためのクロック情報を提供し、これによって、ホスト端末は、自己のクロ
ックをクロック情報に同期化しうる。
【００２８】
　アクセス端末１０２は、タスクが委任されると、高電力トランシーバのすべてまたは一
部の電源を落とし（すなわち、電源を「オフ」し）、ホスト端末１０４からの送信を受信
するために低電力トランシーバを起動しうる。高電力トランシーバは、低電力トランシー
バよりも多くの電力を消費するので、高電力トランシーバをオフし、ホスト端末１０４か
らの送信を受信するために、低電力トランシーバを用いることによって、アクセス端末１
０２における省電力を容易にする。
【００２９】
　その後、ホスト端末１０４は、アクセス端末１０２によって委任されたタスクを実行し
うる。一例において、ホスト端末１０４は、アクセス端末１０２の代わりにページング・
メッセージを傍受または受信するために、高電力トランシーバを使用しうる。ホスト端末
１０４が、アクセス端末１０２へ向けられたページング・メッセージを検出すると、ホス
ト端末１０４は、ページング・メッセージを、低電力トランシーバによってアクセス端末
１０２へ転送しうる。転送されたページング・メッセージは、ページング・メッセージに
応答するのに十分な、限定される訳ではないがトラフィック・チャネルおよびセクタを含
む、オリジナルのページング・コンテンツのうちの少なくとも一部を含みうる。アクセス
端末１０２は、ページング・メッセージのコンテンツのうちのいくつかまたはすべてを受
信すると、高電力トランシーバを「オン」し、高電力トランシーバ（すなわち、ＷＡＮト
ランシーバ）によってページング応答メッセージを送信し、基地局１０６に対してダイレ
クトに応答しうる。
【００３０】
　別の例では、ホスト端末１０４は、インスタント・メッセージング（ＩＭ）システムか
ら「存在情報」を傍受または受信するために、高電力トランシーバを利用しうる。ＩＭシ
ステムは、タイプされたテキストに基づいて、複数の人の間でのリアル・タイム通信の形
態である。テキストは、ネットワーク上に接続された端末を経由して伝送されうる。この
システムによって、ユーザは、互いに記名し、ユーザによって設定されたような互いの状
況（例えば、対応可能、忙しい、不在、オフライン、移動中等）の変化を通知され、ユー
ザが互いにショート・インスタント・メッセージを送信することを考慮される。ほとんど
のサービスは、「存在情報」機能を提供し、ユーザの状況と、ユーザ・コンタクト・リス
ト上の人が現在オンラインであり、通信することができるか否かを示す。このサービスを
調べることによって、ユーザは、メッセージが受取人に到着するであるかを予測するため
の良好な機会を有する。インスタント・メッセージング存在更新の場合、アクセス端末１
０２は、「存在情報」における何れかの変化を用いてアクセス端末を更新するタスクを、
ホスト端末１０４に委任しうる。
【００３１】
　ホスト端末１０４が「存在情報」の変化を検出した場合、ホスト端末１０４は、更新さ
れた「存在情報」を、低電力トランシーバによって、アクセス端末１０２へ転送しうる。
転送された「存在情報」は、別のユーザの変更された通信状況（例えば、対応可能、忙し
い、不在、オフライン、移動中等）を、アクセス端末１０２のユーザへ示しうる。ホスト
端末１０４は、アクセス端末１０２のためのユーザ状況に関する「存在情報」更新版を送
信することに加えて、ホスト端末１０４のためのユーザ状況に関する「存在情報」更新版
をも、アクセス端末１０２に送信しうる。アクセス端末１０２はまた、自己の対応可能状
況を示す自己の「存在情報」更新版を、低電力送信機によってホスト端末１０４へ送信し
うる。これによって、ホスト端末１０４は、アクセス端末１０２の代わりに、対応可能状
況をアクセス・サーバ１１０または基地局１０６へ通知しうる。
【００３２】
　別の例において、アクセス端末１０２は、ネットワーク探索要求またはサービス発見要
求を、低電力トランシーバによってホスト端末１０４へ送信することによって、ホスト端
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末１０４に対して、利用可能なネットワークを求める探索と、その他の利用可能なサービ
スの発見とを促しうる。ホスト端末１０４は、その後、利用可能な任意の通信ネットワー
クまたはサービスを求めて、それぞれの高電力トランシーバによって探索または発見を実
行し、発見したもののリストを、低電力トランシーバによってアクセス端末１０２へ送信
しうる。アクセス端末１０２は、利用可能なネットワークおよび／またはサービス・リス
トを受信すると、ユーザに対して、利用可能なネットワークおよび／またはサービスを示
すか、または、利用可能なネットワークまたはサービスのうちの何れかに自動的に接続し
うる。ホスト端末１０４はまた、代わりのネットワークおよびサービスの定期的な探索お
よび発見を行い、検出されたネットワークおよびサービスの更新されたリストを、アクセ
ス端末１０２に提供しうる。ホスト端末１０４はまた、既存のサービスに対する最新版を
発見し、この最新版を、アクセス端末１０２に通知しうる。
【００３３】
　別の例において、ユーザは、ユーザの地理的座標を決定するために、アクセス端末１０
２においてＧＰＳアプリケーションを起動しうる。アクセス端末１０２は、その後、座標
を求めるアプリケーションの要求を、低電力トランシーバによってホスト端末１０４へ中
継しうる。ホスト端末１０４はその後、衛星からの信号を高電力ＧＮＳＳ受信機によって
受信し、衛星から受信したＧＮＳＳ信号を処理し、ＧＰＳアプリケーションによる処理お
よび表示のために、地理的座標を、低電力送信機によってアクセス端末１０２へ送信しう
る。ホスト端末１０４は、地理的座標を用いてアクセス端末１０２を定期的に更新するよ
うに構成されうるか、あるいは、座標が変わった場合に、または、アクセス端末１０２に
よって促された場合に、最新版を送信することのみ行うように構成されうる。
【００３４】
　別の例において、アクセス端末１０２は、画像センサ（例えば、デジタル・カメラ）を
含めるように構成されうる。ユーザは、画像センサを用いてデジタル画像を撮影し、画像
データを処理するためのアプリケーションを起動しうる（例えば、パターン認識、識別等
を実行しうる）。ホスト端末１０４が、アプリケーションによって要求される処理を実行
することができる場合、アクセス端末１０２は、このデジタル画像データを、低電力トラ
ンシーバによってホスト端末１０４へ中継し、これによって、ホスト端末１０４は、アク
セス端末１０２の代わりにこの処理を実行できるようになる。ホスト端末１０４は、この
処理を完了すると、処理されたデータを、低電力トランシーバによってアクセス端末１０
２へ送信しうる。
【００３５】
　また別の例では、アクセス端末１０２は、遠隔センサ（例えば、音響、光学、化学等）
としてホスト端末１０４を利用しうる。ホスト端末１０４は、連続的に感知を行い、ホス
ト端末１０４のセンサをトリガするイベント時に、アクセス端末１０２に対して警告する
ように構成されうる。この警告は、低電力トランシーバによって送信されうる。
【００３６】
　このように、アクセス端末１０２は、高電力トランシーバの使用を必要とする任意のタ
スク、または、ホスト端末１０４へのデータ処理の負荷を取り除くことによって、省電力
を改善しうる。
【００３７】
　また別の特徴では、ホスト端末１０４は、バッテリ駆動される端末であるが、長寿命の
バッテリ寿命または外部電源を有する。例えば、アクセス端末１０２が、バッテリ駆動で
あるが、内部電源が所望のしきい値未満である場合、アクセス端末１０２は、アクセス端
末１０２のプロキシとして動作するホスト端末（アクセス端末１０２よりも長いバッテリ
寿命を持つ）を、無線送信範囲内で探索しうる。ホスト端末１０４がアクセス端末１０２
のためのプロキシとして動作する場合、アクセス端末１０２は、高電力トランシーバの電
源を落とす。そして、ホスト端末の低電力インタフェースによって任意のページング・メ
ッセージを受信するために、または、アクセス端末１０２の代わりに、ホスト端末１０４
によって実行されるべきタスク要求を送信するために、低電力トランシーバの電源を投入
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する。
【００３８】
　さらに別の特徴によれば、アクセス端末１０２は、プロキシとして動作するホスト端末
１０４が範囲内にいまだに存在しているかを判定するために、ピング（ping）を低電力ト
ランシーバによってホスト端末１０４へ定期的に送信しうる。ピングに対するホスト端末
１０４からの応答が無く、指定された時間が経過した場合、アクセス端末１０２は、高電
力トランシーバに電源を投入し、通常の動作モードに切り替わる。ここでは、プロキシは
存在しない。なぜなら、ホスト端末１０４はもはやプロキシとしては動作しないからであ
る。別のホスト端末が、送信範囲内で検出された場合、アクセス端末１０２は、この新た
なホスト端末を関連付け、この新たなホスト端末にタスクを委任し、高電力トランシーバ
の電源を落としうる。そして、新たなホスト端末からの通知を受信するために、低電力ト
ランシーバを起動しうる。
【００３９】
　図２は、無線通信システムにおいて、協調多機能通信が可能なアクセス端末の例示であ
る。アクセス端末２００は、図１に示されるアクセス端末１０２に対応しうる。図２に示
すように、アクセス端末２００は、例えば（図示しない）１または複数の受信アンテナか
らの複数の信号を受信し、これら受信した信号に対して一般的な動作（例えば、フィルタ
、増幅、ダウンコンバート等）を実行し、これら調整された信号をデジタル化して、サン
プルを取得する受信機２０２を含みうる。受信機２０２は、例えばＧＮＳＳ、ＷＡＮ、Ｌ
ＡＮおよびＰＡＮのようなさまざまなネットワーク内で通信できるように構成されうる。
受信機２０２は、図示するように、単一の受信機でありうるか、または、個別の各通信プ
ロトコルのための複数の受信機を含みうる。受信機２０２は、各信号から受信したシンボ
ルの復調と、これらシンボルのプロセッサ２０６への提供とを行う複数の復調器２０４を
も含みうる。プロセッサ２０６は、受信機２０２によって受信された情報を分析すること
、および／または、送信機２１６による送信のための情報を生成することに特化されたプ
ロセッサ、アクセス端末２００の１または複数の構成要素を制御するプロセッサ、および
／または、受信機２０２によって受信された情報を分析することと、送信機２１６による
送信のための情報を生成することと、アクセス端末２００のうちの１または複数の構成要
素を制御することとのすべて行うプロセッサでありうる。
【００４０】
　アクセス端末２００はさらに、プロセッサ２０６に動作可能に接続されたメモリ２０８
を備えうる。このメモリ２０８は、送信されるデータ、受信されたデータ、利用可能なチ
ャネルに関連する情報、分析された信号および／または干渉の強度に関連付けられたデー
タ、割り当てられたチャネル、電力、レート等に関連する情報、および、チャネルの推定
およびチャネルを介した通信のためのその他任意の適切な情報を格納しうる。メモリ２０
８はさらに、（例えば、パフォーマンス・ベース、キャパシティ・ベース等での）チャネ
ルの推定および／または利用に関連付けられたアルゴリズムおよび／またはプロトコルを
格納しうる。
【００４１】
　本明細書に記載されたデータ・ストア（例えば、メモリ２０８）は、揮発性メモリであ
るか、あるいは不揮発性メモリである。あるいは、揮発性メモリと不揮発性メモリとの両
方を含みうることが認識されるだろう。限定ではなく例示によって、不揮発性メモリは、
読取専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電子的プログラマブル
ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電子的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、あるいはフラッシュ
・メモリを含みうる。揮発性メモリは、外部キャッシュ・メモリとして動作するランダム
・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）を含みうる。限定ではなく例示によって、ＲＡＭは、例え
ばシンクロナスＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）、シンクロナスＤ
ＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブル・データ・レートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ）、エ
ンハンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）、およ
びダイレクト・ラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ（登録商標））のような多くの形態で利用可
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能である。主題となるシステムおよび方法のメモリ７０８は、限定される訳ではないが、
これらおよびその他任意の適切なタイプのメモリを備えることが意図される。
【００４２】
　受信機２０２はさらに、コントローラ２１０に動作可能に接続されうる。
【００４３】
コントローラ２１０は、プロキシ・デバイスの発見を開始し、発見されたプロキシ・デバ
イスを用いて機能情報を交換し、プロキシ・デバイス機能、および／または、アクセス端
末２００の電力感度にしたがって、タスクを委任しうる。コントローラ２１０はさらに、
プロキシ・デバイス機能や電力感度の獲得およびメモリ２０８への格納を制御し、図１を
参照して説明するように、プロセッサ２０６を介して送信機２１４とインタフェースする
ことによって、他のネットワークにおけるサーバ、基地局、衛星、およびデバイスとの通
信を指示しうる。送信機２１４は、例えばＧＮＳＳ、ＷＡＮ、ＬＡＮおよびＰＡＮのよう
なさまざまなネットワーク内で通信するように構成されうる。図示するように、送信機２
１４は、単一の送信機であるか、または、個別の各通信プロトコルのための複数の送信機
を含みうる。
【００４４】
　さらに、送信機２１４および受信機２０２は、個別の構成要素として示されているが、
例えばトランシーバのような単一の構成要素へ統合されうる。トランシーバは、受信機２
０２および送信機２１４の機能のすべてを保持しうる。これゆえ、例えばＧＮＳＳ、ＷＡ
Ｎ、ＬＡＮ、およびＰＡＮのようなさまざまなネットワーク内で信号を送信および受信す
るように構成されうる。トランシーバはまた、マルチ・プロトコル通信が可能な単一の統
合トランシーバであるか、または、それぞれの通信プロトコルのための個別の複数のトラ
ンシーバを含んでいるか、の何れかでありうる。例えば、トランシーバは、高電力トラン
シーバ（例えば、ＧＮＳＳトランシーバ、ＷＡＮトランシーバ、およびＬＡＮトランシー
バ）と、低電力トランシーバ（例えば、ＰＡＮトランシーバ）とを含みうる。
【００４５】
　アクセス端末２００はさらに、信号を変調し、送信機２１４によって、例えばＬＡＮサ
ーバ、衛星、基地局、ウェブ／インターネット・アクセス・ポイント名（ＡＰＮ）、およ
び他のアクセス端末等へ送信する変調器２１２を備える。プロセッサ２０６と別に示され
ているが、コントローラ２１０、復調器２０４、および／または、変調器２１２は、プロ
セッサ２０６または複数のプロセッサ（図示せず）のうちの一部でありうることが認識さ
れるべきである。さらに、コントローラ２１０の機能は、オペレーティング・システム（
ＯＳ）レベルにおいて、インターネット・ブラウザ・アプリケーションにおいて、または
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）において、アプリケーション・レイヤ、データ・ス
タック、ＨＴＴＰスタックに統合されうる。
【００４６】
　図３は、無線通信システムにおける協調多機能通信が可能な処理の例を例示するフロー
・チャートである。この処理は、アクセス端末２００のプロセッサ２０６および／または
コントローラ２１０内で実施されるアルゴリズムでありうる。図３に示されるように、ブ
ロック３０２では、省電力モードがオンであるかの判定がなされうる。省電力モードがオ
ンである場合、処理はブロック３０４へ進みうる。オンではない場合、処理はブロック３
０２に戻る。例えば、アクセス端末１０２は、電源が制限されている場合、省電力モード
に入りうる。
【００４７】
　ブロック３０４では、プロキシ発見が開始され、処理はブロック３０６に進みうる。例
えば、アクセス端末１０２は、省電力モードに入ると、バッテリ電源を節約できるように
一定のタスクを委任するためのプロキシ・ホスト端末を求める探索を開始しうる。
【００４８】
　ブロック３０６では、プロキシが発見されたか否かの判定がなされうる。プロキシが発
見された場合、処理はブロック３０８に進みうる。プロキシが発見されなかった場合、処
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理はブロック３０６へ戻りうる。例えば、アクセス端末１０２は、ホスト端末１０４を探
索し、発見しうる。
【００４９】
　ブロック３０８では、低電力トランシーバを介したプロキシとの通信リンクが確立され
、処理はブロック３１０に進みうる。例えば、アクセス端末１０２は、ホスト端末１０４
を発見すると、自己とホスト端末１０４との間の通信リンクを、それぞれの低電力トラン
シーバによって確立しうる。
【００５０】
　ブロック３１０では、高電力トランシーバ（単数または複数）がオフされ、処理はブロ
ック３１２に進みうる。例えば、アクセス端末１０２は、ホスト端末１０４との通信リン
クを確立すると、例えばＧＮＳＳトランシーバ、ＷＡＮトランシーバ、およびＬＡＮトラ
ンシーバのような高電力トランシーバのすべての電源を落とすことに進みうる。
【００５１】
　ブロック３１２では、発見されたプロキシの機能が判定され、処理はブロック３１４に
進みうる。例えば、アクセス端末１０２は、アクセス端末１０２がホスト端末１０４に委
任しうるタスクのタイプを判定できるように、機能のリストを要求し、この機能のリスト
を、ホスト端末１０４から受信しうる。
【００５２】
　ブロック３１４では、機能に基づいてタスクが委任され、処理はブロック３１６に進み
うる。例えば、アクセス端末１０２は、ホスト端末１０４が実行しうるタスクを判定する
と、１または複数の特定のタスクをホスト端末１０４へ委任しうる。このようなタスクは
、ＧＮＳＳナビゲーション、ネットワーク探索および獲得、基地局信号モニタリング、パ
ターン識別および／または分類、感知等でありうる。
【００５３】
　ブロック３１６では、アクセス端末１０２の電源が落とされているかに関する判定がな
されうる。アクセス端末１０２の電源が落とされていない場合、処理はブロック３０２に
戻りうる。電源が落とされている場合、処理は終了しうる。
【００５４】
　図４は、無線通信システムにおいて協調多機能制御が可能なシステム４００の例の例示
である。例えば、システム４００は、アクセス端末等の中に少なくとも部分的に存在しう
る。システム４００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせ（例えば
、ファームウェア）によって実現される機能を表す機能ブロックでありうる機能ブロック
を含むものとして示されることが認識されるべきである。システム４００は、連携して動
作しうる手段からなる論理グループ４０２を含む。例えば、論理グループ４０２は、少な
くとも１つのアクセス端末の機能を判定する手段４０４と、この機能に基づいて、少なく
とも１つのタスクを、少なくとも１つのアクセス端末へ委任する手段４０６と、を含みう
る。さらに、システム４００は、手段４０４および手段４０６に関連付けられた機能を実
行するための命令群を保持するメモリ４０８を含みうる。メモリ４０８の外側にあるとし
て示されているが、手段４０４乃至手段４０６のうちの１または複数は、メモリ４０８の
内部に存在しうることが理解されるべきである。
【００５５】
　本明細書で開示された実施形態に関連して記述されたさまざまな例示的なロジック、論
理ブロック、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・ア
レイ（ＦＰＧＡ）あるいはその他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリート・ゲー
トあるいはトランジスタ・ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または上
述された機能を実現するために設計された上記何れかの組み合わせを用いて実現または実
施されうる。汎用プロセッサとしてマイクロ・プロセッサを用いることが可能であるが、
代わりに、従来技術によるプロセッサ、コントローラ、マイクロ・コントローラ、あるい
は順序回路を用いることも可能である。プロセッサは、例えばＤＳＰとマイクロ・プロセ
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ッサとの組み合わせ、複数のマイクロ・プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１または複数
のマイクロ・プロセッサ、またはその他任意のこのような構成であるコンピューティング
・デバイスの組み合わせとして実現されうる。さらに、少なくとも１つのプロセッサは、
上述したステップおよび／または動作のうちの１または複数を実行するように動作可能な
１または複数のモジュールを備えうる。
【００５６】
　さらに、本明細書で開示された態様に関連して記載された方法またはアルゴリズムから
なるステップおよび／または動作は、ハードウェア内に直接的に組み込まれるか、プロセ
ッサによって実行されるソフトウェア・モジュールによって組み込まれるか、これら２つ
の組み合わせに組み込まれうる。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシ
ュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハード
・ディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは、当該技術で周知のその
他任意の形態の記憶媒体内に存在しうる。典型的な記憶媒体は、プロセッサに結合されて
おり、これによって、プロセッサは、記憶媒体との間で情報を読み書きできるようになる
。あるいは、この記憶媒体は、プロセッサに統合されうる。さらに、いくつかの態様では
、プロセッサと記憶媒体が、ＡＳＩＣ内に存在しうる。さらに、ＡＳＩＣは、ユーザ端末
に存在することができる。あるいは、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末内のディ
スクリートな構成要素として存在しうる。さらに、いくつかの態様では、方法またはアル
ゴリズムのステップおよび／または動作は、機械読取可能な媒体および／またはコンピュ
ータ読取可能な媒体上の１または任意の組み合わせ、または、コードおよび／または命令
群のセットとして存在する。これらは、コンピュータ・プログラム製品に組み込まれうる
。
【００５７】
　１または複数の態様では、説明された機能が、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実現されうる。ソフトウェアで実現される場
合、これら機能はコンピュータ読取可能な媒体に格納されうるか、あるいは、コンピュー
タ読取可能な媒体上の１または複数の命令群またはコードとして送信されうる。コンピュ
ータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含む。これらは、コ
ンピュータ・プログラムのある場所から別の場所への転送を容易にする任意の媒体を含む
。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体でありうる
。例として、限定することなく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記
憶装置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コード手段を命
令群またはデータ構造の形式で搬送または格納するために使用され、しかも、コンピュー
タによってアクセスされうるその他任意の媒体を備えうる。さらに、いかなる接続も、コ
ンピュータ読取可能な媒体として適切に称される。同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル
、ツイスト・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、例えば赤外線、無線および
マイクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、あるいはその他の遠隔
ソースからソフトウェアが送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバ・ケーブル、ツイ
スト・ペア、ＤＳＬ、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術
が、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるｄｉｓｋおよびｄｉｓｃは、コンパク
ト・ディスク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉ
ｓｃ）、デジタル多目的ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク（ｄｉｓｋ）、およびブルーレイ・ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。通常、ｄｉｓｋは
、データを磁気的に再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを再生する。上
記の組み合わせもまた、コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００５８】
　前述した開示は、例示的な態様および／または実施形態を開示しているが、さまざまな
変更および修正が、特許請求の範囲で定義されたような説明された態様および／または実
施形態の範囲から逸脱することなくなされうることが注目されるべきである。さらに、説
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明された態様および／または実施形態の構成要素は、単数形で記載または特許請求されて
いるが、もしも単数であると明示的に述べられていないのであれば、複数が考慮される。
さらに、任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部は、特に述べられていな
いのであれば、その他任意の態様および／または実施形態のすべてまたは一部とともに利
用されうる。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]
　無線通信装置であって、
　少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定し、
　前記機能に基づいて、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタス
クを委任する、
ように構成されたコントローラを備える、無線通信装置。
[Ｃ２]
　前記コントローラはさらに、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末を発見するように
構成された、Ｃ１に記載の無線通信装置。
[Ｃ３]
　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末の電力感度に基づいて、前記少なく
とも１つのタスクを委任するように構成された、Ｃ１に記載の無線通信装置。
[Ｃ４]
　低電力要件を有する低電力トランシーバをさらに備え、
　前記コントローラはさらに、前記低電力トランシーバによって、前記少なくとも１つの
遠隔アクセス端末との通信リンクを確立するように構成された、Ｃ１に記載の無線通信装
置。
[Ｃ５]
　前記コントローラはさらに、前記低電力トランシーバ以外のすべてのトランシーバの電
力を落とすように構成された、Ｃ４に記載の無線通信装置。
[Ｃ６]
　前記低電力コントローラは、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）において信
号を送信および受信するように構成された、Ｃ５に記載の無線通信装置。
[Ｃ７]
　前記コントローラはさらに、複数の遠隔アクセス端末にそれぞれ異なるタスクを委任す
るように構成された、Ｃ１に記載の無線通信装置。
[Ｃ８]
　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、グローバル・ナビゲーシ
ョン衛星システム（ＧＮＳＳ）ネットワークからのナビゲーション信号を受信するように
要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任するように構成された、Ｃ１に記載の無
線通信装置。
[Ｃ９]
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＧＮＳＳからのナビゲーション信号を受信するよ
うに要求するタスクはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、前記コントローラの代わ
りに、地理的座標を決定することを要求する、Ｃ８に記載の無線通信装置。
[Ｃ１０]
　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、広域ネットワーク（ＷＡ
Ｎ）内で通信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任するように構成
された、Ｃ１に記載の無線通信装置。
[Ｃ１１]
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＷＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、前記コントローラの代わりに、基地局からの信号を
モニタすることを要求する、Ｃ１０に記載の無線通信装置。
[Ｃ１２]
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　前記コントローラはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、ローカル・エリア・ネッ
トワーク（ＬＡＮ）内で通信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任
するように構成された、Ｃ１に記載の無線通信装置。
[Ｃ１３]
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＬＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、前記コントローラの代わりに、利用可能なネットワ
ークを探索することを要求する、Ｃ１２に記載の無線通信装置。
[Ｃ１４]
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、データ処理である、Ｃ１に記載の無線通
信装置。
[Ｃ１５]
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、光学感知、音響感知、または化学感知で
ある、Ｃ１に記載の無線通信装置。
[Ｃ１６]
　無線通信のための方法であって、
　少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定することと、
　前記機能に基づいて、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタス
クを委任することと、
を備える方法。
[Ｃ１７]
　前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末を発見すること、をさらに備えるＣ１６に記載
の方法。
[Ｃ１８]
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末の電力感
度に基づいて、前記少なくとも１つのタスクを委任することを備える、Ｃ１６に記載の方
法。
[Ｃ１９]
　低電力要件を有する低電力トランシーバによって、前記少なくとも１つの遠隔アクセス
端末との通信リンクを確立すること、をさらに備えるＣ１６に記載の方法。
[Ｃ２０]
　前記低電力トランシーバ以外のすべてのトランシーバの電力を落とすこと、をさらに備
えるＣ１９に記載の方法。
[Ｃ２１]
　前記低電力コントローラは、パーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）において信
号を送信および受信するように構成された、Ｃ２０に記載の方法。
[Ｃ２２]
　複数の遠隔アクセス端末にそれぞれ異なるタスクを委任すること、をさらに備えるＣ１
６に記載の方法。
[Ｃ２３]
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して
、グローバル・ナビゲーション衛星システム（ＧＮＳＳ）ネットワークからのナビゲーシ
ョン信号を受信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス端末に委任することを備
える、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２４]
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＧＮＳＳからのナビゲーション信号を受信するよ
うに要求するタスクはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して、地理的座標を決定するこ
とを要求する、Ｃ２３に記載の方法。
[Ｃ２５]
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して
、広域ネットワーク（ＷＡＮ）内で通信するように要求するタスクを、前記遠隔アクセス
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[Ｃ２６]
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＷＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、基地局からの信号をモニタすることを要求する、Ｃ
２５に記載の方法。
[Ｃ２７]
　前記少なくとも１つのタスクを委任することはさらに、前記遠隔アクセス端末に対して
、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）内で通信するように要求するタスクを、前
記遠隔アクセス端末に委任することを備える、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２８]
　前記遠隔アクセス端末に対して、前記ＬＡＮ内で通信するように要求するタスクはさら
に、前記遠隔アクセス端末に対して、利用可能なネットワークを探索することを要求する
、Ｃ２７に記載の方法。
[Ｃ２９]
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、データ処理である、Ｃ１６に記載の方法
。
[Ｃ３０]
　前記遠隔アクセス端末に委任されたタスクは、光学感知、音響感知、または化学感知で
ある、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ３１]
　装置であって、
　少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定する手段と、
　前記機能に基づいて、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタス
クを委任する手段と、
を備える装置。
[Ｃ３２]
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　少なくとも１つの遠隔アクセス端末の機能を判定するためのコードと、
　前記機能に基づいて、前記少なくとも１つの遠隔アクセス端末に少なくとも１つのタス
クを委任するためのコードと、
を備えるコンピュータ読取可能な媒体を備える、コンピュータ・プログラム製品。
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